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実装を目指す主な事業内容（モデル的に実施し効果を検証）

背景・課題

提案タイトル

提案者 活用技術

栃木県 ＡＩ、ＩｏＴ、５G、自動運転、ドローン

とちぎの林業イノベーション ｂｙ Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0

○事業：森林資源情報のデジタル化・可視化

事業概要

AI、IoT
５G

• 航空レーザー計測による森林資源
情報の把握（樹種・地形・境界等）

• クラウドシステムや５Ｇを活用した
森林情報の高度利用

活用技術

○事業：自動化による労働負荷低減○事業：生産管理のＩＣＴ化

①森林資源情報等の
把握

②木材生産の計画・管
理

③伐採 ④集材 ⑤運搬 ⑥造林

レーザー測量（航空、ドローン、３D） 生産管理システム（オンデマンドGIS・アプリ）

（参考）林業の生産工程

事業概要

AI、IoT

• ＩＣＴの活用による効率的な生産管
理・需給マッチングシステムの導入

活用技術 事業概要

AI、IoT
自動運転
ドローン

• 伐採等における自動化技術の
導入による木材生産性の向上

• 林業用アシストスーツの活用に
よる労働者の負担軽減

活用技術

アシストスーツ ドローンによる苗木運搬

※出典：「林業イノベーション現場実装推進プログラム」（令和元年12月林野庁）
栃木県環境森林部統計による

現場の自動化（自動伐倒作業車・自動集材機・木材検収システム）

• 林業×未来技術により、
記憶・経験のアナログ林業からデジタルを活用したスマート林業への転換を図り、世界に誇る林業大国を目指す

• とちぎの森林のフル活用、需給ミスマッチ解消と森林の若返りによる公益的機能の高度発揮 ＜約７０％が利用期＞
• 人口減少など社会情勢を踏まえた労働生産性の向上 ＜日本 主伐 ７m3/人日・オーストリア ３０～６０m3/人日＞
• 林業の魅力アップによる若年者の新規参入 ＜若年者（10～20代） 約３０％（新規就業者に占める割合）＞

目指す
将来像

解決すべき
課題
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スマート林業推進事業について
～本県森林・林業の背景・課題～



森林の林齢構成

○ 戦後植林したスギなどの民有人工針葉樹林の

約７割が、利用期に到来

森林の若返り（森林資源の循環利用）が必要

若返り（資源の循環利用）の必要性

背景・課題①
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面積（ha)

利用期

82,440ha
（全体の約69％）

資料：栃木県「森林・林業統計（2017）」

【栃木県の民有人工針葉樹林の林齢構成】 【森林資源の循環利用のイメージ】

○ 森林は、「伐って・使って・植えて・

育てる」という 森林本来のサイクルを回復

（森林資源の循環利用を促進）させることにより、

公益的機能を維持・向上
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背景・課題②
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【栃木県の林業産出額（木材生産）の推移】

資料：農林水産省（林業産出額）

○ 近年、木材自給率の向上などにより林業産出額

は増加傾向にあるが、資源が充実している中、

依然、林業生産活動は低迷

林業産出額は、30年間で1/2に減少

【栃木県の木材価格の推移】

資料：栃木県環境森林部統計

スギ：小丸太（3m,16～20㎝）

ヒノキ：小丸太（3m,16～28㎝）

○ 近年、木材価格は安定しているものの、ピーク時

（昭和55年）と比較して、

スギは1/3、ヒノキは1/5に下落

外材の相場
（100ドル/㎥）
とリンク



林業従事者の給与所得 林業就業者

背景・課題③
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【栃木県の森林組合雇用従事者等の年間給与額】 【栃木県の新規林業就業者数の推移】

○ 林業の給与水準は３百万円余と全業種平均の400

万円余と比較して約100万円低い

資料：全産業は、民間給与実態統計調査（国税庁）

林業は、栃木県環境森林部統計

○ 今後の森林整備量の増大に伴い、令和5年度以降、

最大160人程度/年度の労働力の不足が見込まれる中、

新規林業就業者数は、年間40人程度で推移

資料：栃木県環境森林部統計



労働生産性 林業労働災害の発生率

背景・課題④
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【業種別の労働災害発生率】

資料：厚生労働省業 種別死傷年千人率

死傷年千人率とは労働者1,000人当たり１年間に発生する死傷者数

○ 林業における労働災害発生率は、平成30年の死傷

年千人率でみると22.4で、全産業平約の約10倍

で、全産業の中で最も高い

○ 日本の主伐の労働生産性は６．６７ｍ3／人日で、

林業先進国であるオーストリアの30～60

ｍ3／人日と比べ著しく低い

【林業の労働生産性】

資料：「林業イノベーション現場実装プログラム」（令和元年12月林野庁）

オーストリアでは

30～60
ｍ３/人日

主伐

6.67
ｍ３/人日

＜日本では



川下 流通業
（木材販売業・製品市場・商社）

建築業
（ 大工・工務店、ハウスメーカー、ビルダー 等）

プレカット工場
（二次加工）

設計業

川中

川上

製材・集成材工場
（一次加工）

原木市場

素材生産業
（森林組合等、林業事業体）

とちぎの森林・林業・木材産業の状況とちぎの森林・林業・木材産業の状況

・充実した森林資源

民有人工針葉樹林の約７割が利用期に到来

・原木丸太の優れた品質

優良材（真円・通直…）として市場評価が高い原木丸太

【素材生産量】

関東甲信越地域第1位（全国11位）

【製品出荷量】

関東甲信越地域第２位（全国10位）

【国産材乾燥材生産量】

関東甲信越地域第１位（全国３位）

【木造軸組プレカット加工実績】

全国第２位の大型工場が立地

・無垢材の生産拠点

全国第３位の国産材工場をはじめ、全国クラスの大型工場が複数存在

・既存流通とプレカットが共存共栄

・工務店の守備範囲が広い

全国に比べ住宅の木造率が高く、無垢材を活か
せる在来軸組工法による住宅建設の比率が高い



スマート林業推進に向けた取組（案）



現在の林業 … 記憶・経験のアナログ林業

林業の
サイクル

製材工場等

木造建築等

土場・市場
集材・搬出

造材

伐採
（搬出間伐・主伐）

間伐

下刈り

植林

地拵 地拵
…重労働かつ危険！

植林
… 重い苗木を人力で
担ぎ上げて作業

下刈り
… 重労働で植栽後５年以上
継続するが、収益無し！

需要と供給がミスマッチ！
（量・規格・品質）

森林簿データ
… データ精度が低い！
（地形ﾃﾞｰﾀ・資源量・・・）

→ 施業計画（境界確定・生産量
など）は現地確認必須

運搬
… 林道・作業道の設計に
知識・経験を要する

伐採・造材
… チェーンソーによる
人力が主体

集材・搬出
… オペレータによるフォワーダ運転

→ 作業のボトルネックになりがち！

検収（規格・材積）
… 土場・市場にて人の目で測定



未来技術を活用したスマート林業の推進

林業の
サイクル

製材工場等

木造建築等

下刈の
自動化

③生産管理のICT化
（検収の自動化，
需給状況の共有）

路網
設計
支援
ｿﾌﾄ

伐採等
現場作業

土場・市場

植林

下刈り

※自動機械が対応
できないような
大径木の伐採に
は、ベテランの
人力作業がまだ
まだ必要！

一貫型
施業 大苗・

エリート
ツリー

ﾄﾞﾛｰﾝ
運搬

作業の
軽減

大規格
作業道

施業地の
複合大規模化

①森林資源情報の
精度向上・可視化
（レーザ測量）

高効率な作
業システム②現場の自動化

・省力化



スマート林業推進事業について
～推進体制（案）～



地域実装協議会 ～とちぎスマート林業推進協議会

行政（栃木県・市町）
企画調整、ﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄの整備、
事業効果の検証、普及

測量会社
航空レーザ－計測等の実施

林業機械メーカー
自動化機械等の開発

県森林組合連合会
県山林種苗緑化樹協同組合
県林業振興協会

林業事業体（森林組合等）
未来技術を活用した施業の実施

県木材業協同組合連合会

製材工場
需給ﾏｯﾁﾝｸﾞｼｽﾃﾑの運用

大学等研究機関
宇都宮大学農学部森林科学科

工学部
栃木県林業センター

効果・検証

技術的
指導・
助言

内閣府・関係省庁等
現地支援責任者（林野庁）

関係省庁（国土交通省・総務省）

相談・
報告

民有林
ﾌｨｰﾙﾄﾞ

システム制作会社
需給ﾏｯﾁﾝｸﾞｼｽﾃﾑの開発



とちぎスマート林業推進協議会 推進体制

効果・検証：林業センター、各出先事務所、コンサル

＜協議会＞
〇会長
〇副会長
〇構成員

森林情報高度化ＷＧ 未来技術導入・検証ＷＧ 需給マッチングＷＧ

〇事務局：環境森林政策課環境立県戦略室・総合政策課デジタル戦略室・産業政策課次世代産業創造室

…総合的な企画調整、普及啓発、協議会運営

実装・普及

【目的】
スマート林業の基盤となる森林資源
情報の高度化・可視化
【取組内容】
①航空レーザーを活用した計測
②資源（材積等）・地形解析
【構成】
民間（測量会社），国（国土地理院）,
県（森林整備課）

【目的】
労働生産性の向上を図るための、未来技術の実証
【取組内容】
①未来技術による労働生産性向上の実証
②未来技術を活用した生産工程の普及
【構成】
民間（林業団体・製材業団体・林業機械ﾒｰｶｰ･ｺﾝｻﾙ），
国（林野庁・総務省），県（林業木材産業課ほか）

【目的】
需給ミスマッチを解消するための、
生産管理のＩＣＴ化
【取組内容】
①生産管理システムの基礎調査
②システムの構築
【構成】
民間（林業団体・製材業団体），
国（林野庁），県（林業木材産業課）



第１回とちぎスマート林業推進協議会

✓令和２(2020)年12月７日(月)に第１回とちぎスマート林業推進協議会を開催
✓協議会会員、事務局等およびオブザーバー等含め、63名が出席
✓会長・副会長が選任され、協議会規約・事業の概要が承認され、事業の３本柱に沿って
３つのワーキンググループで構成することとなった

✓現在、各ワーキンググループにて、次年度以降の事業計画を検討中

2021.2.3
下野新聞


